
　サイエンスイングリッシュキャンプでは、鹿の食害
や森の生態系について学び、英語でディスカッショ
ンをし、自分たちの考えをまとめる学習をしました。
参加して下さった外国人スタッフの方々からそれぞ
れの国の話を聞くことができ、とても興味深く楽し
い時間を過ごせました。今回参加したことで、もっ
と英会話力があったらなあと痛感しました。今後は
もっと英会話をする機会を増やし、海外の人と対等
にコミュニケーションできるようになりたいです。ま
た、もう一歩、少しずつでも自分の世界や視野を広
げていきたいです。

　１学年課題研究Ⅰでは、研究プロセスの基礎を学習します。本格的に始まる課題研究Ⅱに備
え、必要な知識を習得するための様々なプログラムが用意されており、科学技術研究施設の見学
（フィールドワーク）や、研究者の方の講義（サイエンスレクチャー）等もあります。今年度は
北杜市内の研究施設（NTTファシリティーズ）や講師（産業技術総合研究所の安藤尚功先生・国
立遺伝学研究所の有田正規先生）のご協力の下に生徒達は貴重な体験をしました。

　本年度は８月３日、４日の二日間の日程で、神戸国
際展示場で開催されました。全国から220校が参
加してブースごとにポスター発表を行い、二日目は
代表校の研究発表がありました。本校からは、吉澤
一輝くんと坂尻航平くんが「未確認の酸化剤の推
定­—酸とヨウ素の酸化還元反応から—­」をテーマ
とした研究で参加してきました。ポスター発表では
他校の生徒や先生、また審査員から質問や研究方
法のアドバイスを受け、新たな視点や考え方などに
触れて刺激を受けたようでした。
また他校の研究発表に対しても
積極的に質問をしていました。
会場内に入り込んでいた虫の生
態について坂尻くんが話をして
いたところ、周囲にその虫の研
究をしているという会場スタッフ
や他校の生徒が集まり議論が始
まったことは印象的な出来事で
す。このようにして他校の生徒や
研究者と議論をするなど交流す
ることもでき、有意義な時間を過
ごすことができました。

　本校のSSHは今年度に第３期目の指定を受け、「五感」をキーワー
ドとして豊かな地元北杜市の自然の中で、フィールドワーク等を行っ
ています。また第２期を進化させた「北杜市ちえのわプログラム」
で、充実した研究の実施に取り組んでいます。
　この２年間はコロナ禍の影響で制約された中での活動でしたが、今
年度は安全対策を講じた上で可能な限り実施してきました。１年生の
科学研修旅行Ⅰは今回初めて地元エリアで２日間にわたり日帰りで実
施しましたが、とても充実した研修となりました。改めて我々の恵ま
れた環境を実感しました。現在はコロナ禍での科学研修旅行Ⅱの実施
に向けて、計画を再構築しています。

　本校のSSHの特徴は、文科系の生徒にも有効なプログラムとなっている点です。課題研究Ⅰ
は研究のプロセスの習得を主目的としており、課題発見、仮説設定、検証方法立案、実施、発
表、発信を行っています。この検証スキルは理系文系に拘らず、あらゆる分野で必要です。将来
必要な答えのない課題に対する課題解決能力の基本を、しっかりと身につけています。まずは今
年度の活動の一部をご覧いただき、本校の取り組みに関心を持っていただければ幸いです。
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 4 結果及び考察                                                                    

①  塩酸と銅をいれた溶液は青くなり，さらに上から流動パラフィ

ンを入れていた溶液は見た目での変化は無かった． 

𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐 + 𝐎𝐎𝐎𝐎𝟐𝟐𝟐𝟐 → 𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝐎𝐎𝐎𝐎 

→空気中の酸素は酸化剤となり得る． 

𝟒𝟒𝟒𝟒𝟐𝟐𝟐𝟐− + 𝐎𝐎𝐎𝐎𝟐𝟐𝟐𝟐 + 𝟒𝟒𝟒𝟒𝐇𝐇𝐇𝐇+ → 𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐 + 𝟐𝟐𝟐𝟐𝐇𝐇𝐇𝐇𝟐𝟐𝟐𝟐𝐎𝐎𝐎𝐎 

 

②  どの試験管にもヨウ素単体が生じた． 

 

 

 

※追加実験 

測定した 3 つのビーカー内の水の溶存酸素濃度は次のようにな

った． 

11.24 mg/L  9.41 mg/L  23.74 mg/L 

値の散らばりが大きいこと，3つの濃度の平均の濃度14.80 mg/L

が酸素の溶解度 11.50 mg/L より大きいことから脱気ができてい

なかった可能性が高い． 

 

③  遊離したヨウ素の量が多く，その量決定することには失敗した． 

しかし，少なくとも測定されたヨウ素を酸化したのに必要な酸

化剤の量は酸素の溶解度を超えていた． 

→酸素の他に酸化剤があると考えられる． 

 

 

 

④  0.3 mol/L 及び 0.6 mol/L の塩酸，硫

酸を用いたときはヨウ化カリウムを入れ

たとたんにヨウ素の遊離が確認できた一

方，0.1 mol/L の塩酸，硫酸を用いたと

きは一日後になって確認できた． 

塩酸を用いると同じ濃度の硫酸を用いたときより反応が早かっ

た． 

酢酸及び水酸化ナトリウムを用いたときは濃度に依らず見た目

では変化が無かった． 

→酸の種類，水素イオンが関与している． 

 

⑤  ヨウ素単体が生じた． 

→光の関与はない． 

 

 

 

⑥  溶液の色の変化が確認され，どれも

ハロゲン単体が生じたと考えられる． 

→ハロゲン全般の反応であると考え

られる． 

 

実験全体を通して溶液中に気泡は見られなかった． 

→水素は酸化剤でないと考えられる． 

𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐− + 𝟐𝟐𝟐𝟐𝐇𝐇𝐇𝐇+ → 𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐 + 𝐇𝐇𝐇𝐇𝟐𝟐𝟐𝟐 ↑ 

塩酸や硫酸にヨウ化カリウムを入れたとたんに溶液の色が変わるた

め，空気中の酸素が溶解している暇はなさそうである． 

→何か溶液中の有限量のものが要因になっている可能性が高い． 

 

 

 5 結論                                                                            

以下のような結論を得た． 

・空気中の酸素は酸化剤として働く ・酸素の他に酸化剤として働くものがある 

酸素の他に酸化剤として働くものがあるとすれば 

・溶液中のはじめから存在するものである可能性が高い ・水素イオンではないと考えられる 

・光の影響はない ・ハロゲンに共通して働くと考えられる 

 

今後はより厳密な酸素のない条件や定量的考察を追求し，酸化剤の特定をしたい． 

Fig. 2.ヨウ素 色 Fig. 3.ヨウ素デンプン反応 Fig. 4.四塩化炭素 抽出 

北杜市立甲陵高等学校 

未確認の酸化剤の推定－酸とヨウ素の酸化還元反応から－

 1 研究目的                                         

塩酸にヨウ化カリウムを加えるとヨウ素の単体が遊離する． 

𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐− → 𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐𝟐 + 𝟐𝟐𝟐𝟐𝐞𝐞𝐞𝐞− 

塩酸にヨウ化カリウムを入れると容器内

には 

水素イオン 

塩化物イオン 

カリウムイオン 

ヨウ化物イオン 

  水 

のみが入っているはずである．(Fig. 1.) 

ヨウ化物イオンをヨウ素単体へと変化させる，すなわち酸化させる

ことができそうなものは見当たらない．  

酸化剤を特定するために研究を行った． 

 

 2 ヨウ素の存在の確認方法                         

ヨウ素単体が存在すると判断した方法は 3 つある． 

溶液が黄色かったこと (Fig. 2.) 

ヨウ素デンプン反応をしたこと (Fig. 3.) 

四塩化炭素を紫色にしたこと (Fig. 4.) 

である．はじめ試験管に入っているものは水素イオン，塩化物イオン，

カリウムイオン，ヨウ化物イオン，水のみと考えられ，その後の溶液が

上の 3 つを満たすのでヨウ素が存在すると判断した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 実験                                                       

 ヨウ化物イオンの酸化剤特定のため，次の実験①から実験⑥を行っ

た． 

①  試験管に 10 mol/L の塩酸 3 mL と銅片を加える． 

次に試験管に 10 mol/L の塩酸 3 mL と銅片を加え，さらに流動

パラフィンで蓋をする． 

 

②  0.1 mol/L の塩酸の入ったビーカーとデンプン水溶液の入った

ビーカーを減圧コック付きデシケーターに入れ，デシケーター内

の気圧を 200 hPa まで下げる．その後，デシケーターに窒素を入

れてデシケーター内の気圧を 1 気圧に戻す．この状態でデシケー

ターを冷暗所に 1 週間保管する．この操作もう一度行い脱気する． 

脱気した塩酸 3 mL とヨウ化カリウム 1 g を試験管に入れる．

また，さらに上からパラフィンで蓋をしたものも用意する．(Fig. 

5.) 

 その後，パラフィンで蓋をしていない溶液の入った試験管を一

週間放置する．蓋をした溶液の入った試験管は上と同様にデシケ

ーターに入れ窒素を充填して一週間放置する． 

 

※追加実験 

純水を上と同様にデシケーターに入れ窒素を充填して一週間放

置した．ウィンクラー法を用いて，デシケーターで脱気した純水

中の溶存酸素量を調べる． 

 

③  0.3 mol/L の塩酸及び硫酸各 3 mL にデンプンとヨウ化カリウム

1 g を加える．この溶液にチオ硫酸ナトリウムを青紫色が消える

まで滴下し，遊離したヨウ素の量を滴定する． 

 

④  0.1 mol/L，0.3 mol/L 及び 0.6 mol/L の塩酸，硫酸，酢酸及び

水酸化ナトリウム各 3 mL にヨウ化カリウム 1 g を加える．(Fig. 

6.) 

 

⑤  0.3 mol/L の硫酸 3 mL にヨウ化カリウム 1 g を入れた試験管を

アルミホイルで包み冷暗所で保管する．(Fig. 7.) 

 

⑥  0.3 mol/L の塩酸 3 mL に臭化カリウム，ヨウ化ナトリウム，臭

化ナトリウム各 1 g をそれぞれ加える．(Fig. 8.) 

 

Fig. 1.ビーカー内の成分 

甲陵高校では 、学 校 見
学、授業見学を随時受け
付けております。お気軽
にお問い合わせ下さい。

SSH　通信／ 14／　SSH　通信

　中学校や高校の理科などで学んだことがたくさん
出てきて、今学んでいる内容が様々な産業や研究開
発に用いられていることが分かりました。自分たち
が新しいと思って考えたアイディアが既に存在して
いることを知りとても驚きました。よりよい製品は身
近にあるものやふとした思いつきなどからつくれる
のかもしれないと感じました。

１年　清水  麗央
（安藤先生サイエンスレクチャー）

令和5年2月1日発行

NO.16



SSH　通信／ 32／　SSH　通信

　太陽電池セルが１枚傷ついたら、ほぼ全体を修理
しなければならないこと、あんなに広い面積で発電
しても、500〜600件分の電力しか補えないことを
知って驚いた。

１年　守屋　 灯
（NTTファシリティーズフィールドワーク）

　１学年の科学研修旅行は、生徒出身地の山梨県
と長野県にスポットを当て、クラスごとに4カ所の
企業や研究所で、2日間の研修を行いました。講義
と施設見学・実地調査の研修はとても充実したも
のになりました。
　以下、1年生2名に特に心に残った研修先につい
て書いてもらいました。

　私が科学研修旅行を通して一番成長したと感じた
のは、野辺山宇宙電波観測所の研修です。
　先生のお話は、まず宇宙のスケールから始まりま
した。私たちがとても遠く感じている地球上の距離
が、宇宙の中ではほんのわずかな距離であること
や、人間が理解できている宇宙はほんのわずかで
あることを知ると、宇宙のスケールと比べて地球上

　私は科学研修旅行を経て現在の社会の情勢に対
する自分の立ち位置を改めて確認できたと思いま
す。以前から将来世界中で食糧難の時代が来ると
周りの方々から聞いていましたが、深い内容までは
わかりませんでした。けれどクリケットファームの代
表取締役である坪井大輔さんに、食糧危機の実態・
数値で各国の食糧の輸出入率を見せていただいて  
　「日本、いや世界、地球はもう終わってしまう」と思
いました。そして、それらの問題に対処するには社会
に対する自分の姿勢や関わり方が大事だとわかりま
した。私たちは社会が変わってくれるだろうとまるで
他人事のように思いがちですが、自分で自分の周り
の環境を変えて、まずは、自分自身からできることをし
ながら、社会に向かうべきであると実感しました。
　また、食糧難が来たとしても、社会に頼らず、自

☆ クリケットファーム茅野養殖場 ☆

☆ 野辺山宇宙電波観測所 ☆

１年　小島　蒼葉

１年　コーツ　アニカ蓮実

1 学年  科学研修旅行

・シミックファーマサイエンス
（山梨県北杜市小淵沢）

・クリケットファーム茅野養殖場
（長野県茅野市玉川）

・ヤマネいきもの研究所
（山梨県北杜市高根町）

・野辺山宇宙電波観測所
（長野県南佐久郡南牧村野辺山）

☆2日間で訪問した企業・研究所

の国家間の距離なんてとても近いと感じることがで
きました。また、世界ではどのような宇宙研究がさ
れているか、その中で国立天文台ではどのような研
究をしているかなど、地球上での研究スケールの大
きさには驚かされました。野辺山という身近な場所
で、宇宙の謎を追っている人がいると思うと、自分も
頑張ろうと思えました。
　そして、一番心に残った言葉は、「好きなことや興
味のあることを仕事にするのがいちばん楽しい」と
いうことです。私は将来について悩んでいて、やりた
いことはあっても、本当にそれでいいのだろうかと
思っていました。でも、このお話を聞いて、やりたいこ
とをやってやろうと思い、将来の夢が決まりました。
今回の科学研修旅行は、科学への関心や知識がも
てただけでなく、人間としても成長することが出来
るものになりました。この先も、色々なものに関心を
持ち、自分を磨いていきたいです。

分の力で生き抜く力が大事になると思いました。私
は、野草を見分ける力を養い、昆虫食も学び、畑も
始めてみようかと思っています。自分自身や社会を
客観的に見て先を見通す力が、いかに大事であるか
ということを学ぶことができた時間でした。

パラボラアンテナの迫力がすごい！

スマートフォンで商品管理が出来る新工場

　本校では毎年、希望者を対象に１泊２日でサイエンスイングリッシュキャンプを実施していま
す。この活動は、公益財団法人キープ協会のご協力のもと、「自然活動を通して科学的な発想力
や探究心を養う」、「地元にいながら英語でのコミュニケーションを体験する」ことをねらいと
し、「自然体験･調査･研究プログラム」、「異文化交流」等のアクティビティをすべて英語で行
うものです。今年度も9月17･18日の２日間、地元清里において実施しました。参加した生徒達
は英語漬けの活動に戸惑いながらも積極的にコミュニケーションをとっていました。

　普段では体験できないような、自然と英語に囲ま
れた２日間を過ごすことができました。私はこのプ
ログラムを通じて、主に得られたことが２つありま
す。１つ目は周りの人と協力することの大切さです。
英語の言い方や表現が分からないとき、友達とお
互いに助け合って言いたいことを言えるようになっ
た場面が何度もありました。２つ目は、常に「なぜ
なのか。」を考えることです。最終日に鹿の食害に
ついて調べた時に、自然で暮らす鹿が他の動植物
に悪影響を及ぼすことを知りました。私はこのこと
を聞いて驚いたのと同時に、「なぜ悪影響を及ぼす
のか。」について深く考えたことで、その後のディス
カッションでより考え方を広げることができました。

この経験を生かし、将来英語力を使って国際的なこ
とについて行動できる人材になれるよう、日々の勉
強を頑張っていきたいです。

２年　村松  咲空

SSH サイエンスイングリッシュキャンプ

☆生徒の感想から☆

☆生徒の感想から☆

　新型コロナウイルスについてメディアからの情報
だけでなく、研究者の方から直接話を聞くことがで
き新しい視点を知ることができた。
　また、世界各国のデータが集められていることを
知り興味深かった。

１年　原 　美桜
（有田先生サイエンスレクチャー）

　また、パネルの角度によって発電できる量の違い
がよく分かっておもしろかった。


